
一般会計予算の状況

令和３年
３月定例会

　

令
和
３
年
３
月
定
例
会
は
２
月
22
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
の
26
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
案
９
件
、
補
正
予
算
案
６
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
な

ど
予
算
案
８
件
、
人
事
案
件
１
件
、
議
員
提
出
に
よ
る
規
則
改
正
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
前
の
２
月
９
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
に
関
す
る
補
正
予
算
案
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳
入
総
額
は
前
年
比
３
億
９
０
０
０
万
円（
2.5
％
）減

市
税
は
前
年
度
比
4.9
％
減
の
63
億
３
６
２
万
円

構
成
比
で
は
民
生
費
が
42
・
1
％
を
占
め
、総
務
費
、教
育
費
が
続
く
。

主
な
事
業
は
、新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
、小
中
学
校
の

I
C
T
環
境
の
整
備
、第

２
保
育
所
周
辺
道
路
の
整
備
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
、市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
な
ど
。

歳 入歳 出

特 別 会 計
特定の収入を特定の事業のために使う会計

（水道事業および公共下水道事業を除く）※繰出金とは一般会計から各特別会計等に繰出す支出

自主財源合計
48.0％

依存財源合計
52.0％

市税
40.9％

その他 
自主財源
7.1％

総務費
12.1％

民生費
42.1％

衛生費
9.1％

土木費
8.0％

消防費
5.9％

教育費
10.0％

公債費
8.5％

その他
4.3％

地方
交付税
14.8％

国県
支出金
21.7％

市債
6.4％

その他 
依存財源
9.1％

歳入予算額構成比

歳出款別予算額構成比

会　　計　　名 予　算　額

国民健康保険特別会計 5,830,790 千円

後期高齢者医療特別会計 711,396 千円

介 護 保 険 特 別 会 計 4,147,370 千円

農業集落排水事業特別会計 33,550 千円

幸手駅西口土地区画整理事業特別会計 244,012 千円

合　　　計 10,967,118 千円

歳出性質別　　　( 単位：千円 )
区　　分 予算額 小計(割合)

義務的経費
人 件 費 3,020,062

8,264,911　
(53.6％）

扶 助 費 3,932,758
公 債 費 1,312,091

投資的経費 普通建設事業費 207,326 1.4％

その他経費

物 件 費 2,713,571

6,937,763　
(45.0％）

維 持 補 修 費 81,415
補 助 費 等 2,293,830
繰 出 金 1,782,868
積 立 金 4,578
貸 付 金 31,501
予 備 費 30,000

合 　　計 15,410,000

一 般 会 計

歳 入 構 成

154億1,000万円

歳 出 構 成

令和３年度　予算賛成全員で成立

一般会計
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⒈　

市
町
村
特
別
給
付
の
実
施
に

至
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⒉　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
け
る
基
準
保
険
料
額
の
値
上
げ
と

な
っ
た
主
な
要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⒈　

令
和
２
年
11
月
９
日
付
、
厚
生

労
働
省
の
事
務
連
絡
に
お
い
て
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
の
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
期
間
に
お
い
て
は
、
従

来
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
市
民
税

が
本
人
課
税
さ
れ
て
い
る
対
象
者
に

つ
い
て
は
地
域
支
援
事
業
の
対
象
外

と
通
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

紙
お
む
つ
支
給
事
業
は
、
家
族
の

身
体
的
、
精
神
的
及
び
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
在
宅
介
護
を
守
り
、
介

護
離
職
防
止
に
も
役
割
を
果
た
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
地
域
支
援
事
業
の

対
象
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
継
続
し

況
が
伺
え
る
。

　

こ
ん
な
中
で
市
は
、
昨
年
３
月
に

実
施
し
た
公
共
交
通
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
お
い
て
、
回
答
者
の
73
・
９
％

の
市
民
が
支
持
し
た
循
環
バ
ス
を
令

和
４
年
１
月
か
ら
復
活
さ
せ
る
。
こ

れ
は
市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
の
実
現
で
あ
り
、
高
く
評

価
す
る
。

　

ま
た
、
新
年
度
に
新
た
な
組
織
を

作
り
、
現
行
の
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
を
改
訂
し
、
計
画
的
な
公
共

施
設
等
の
更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命

化
を
行
う
。
特
に
、
過
去
に
建
設
さ

れ
た
施
設
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎

え
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
維
持
、

更
新
す
る
こ
と
は
財
政
上
で
き
な

い
。
計
画
的
な
公
共
施
設
等
の
統
廃

合
は
、理
に
か
な
っ
た
対
策
と
い
え
、

期
待
し
た
い
。

　
平
成
30
年
当
時
は
繰
入
金
・
繰
越

金
合
計
26
億
８
千
４
２
１
万
３
千

円
の
予
算
計
上
が
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
駅
舎
建
設
、
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
、
古
川
橋
架
け
替
え

建
設
工
事
に
62
億
円
以
上
も
予
算

を
注
ぎ
込
ん
だ
結
果
、
令
和
３
年

度
の
繰
越
金
・
繰
入
金
の
合
計
は

５
億
９
千
３
９
７
万
円
に
落
ち
込
ん

本会議質疑内容 

　
介
護
保
険
特
別
会
計
の
実
質
的
基

金
は
７
億
５
千
万
円
と
み
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
基
金
を
貯

め
こ
み
な
が
ら
介
護
保
険
料
の
引
上

げ
を
行
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
令
和
７
年
を
目
途
と
し
て
高
齢

者
が
自
立
し
た
生
活
を
可
能
な
限
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
が
、
不
十
分
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
が
前
年
度
に
比

べ
３
億
２
千
２
４
６
万
１
千
円
の
減

と
な
り
、
歳
入
予
算
の
う
ち
自
主
財

源
の
割
合
は
48
・
０
％
と
な
り
、
前

年
度
51
・
１
％
よ
り
も
３
・
１
ポ
イ

ン
ト
低
下
し
、
市
の
苦
し
い
財
政
状

令
和
３
年
３
月
定
例
議
会

本
会
議
議
案
質
疑
内
容

大
平
　
泰
二

坂
本
　
達
夫

反
対
討
論

質

疑

答

弁

て
紙
お
む
つ
が
支
給
で
き
る
よ
う
、

介
護
保
険
法
第
62
条
に
規
定
す
る
市

町
村
特
別
給
付
と
し
て
位
置
づ
け
、

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

⒉　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
で
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
基
準

月
額
を
第
７
期
の
４
千
５
０
９
円
か

ら
２
１
３
円
値
上
げ
と
な
る
。
先
ほ

ど
議
員
も
言
わ
れ
た
４
千
７
２
２
円

に
改
定
す
る
も
の
で
す
。
保
険
料
が

値
上
げ
と
な
る
主
な
要
因
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
率
が
今
後
も
上
昇
し
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
令

和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

第
８
期
事
業
計
画
期
間
中
に
は
、
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
人
口
の
割
合

が
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
前
期
高
齢

者
人
口
の
割
合
を
上
回
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
も
増
加
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
３
年
間
で

必
要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
を
見

込
ん
だ
こ
と
で
、
介
護
給
付
費
が
増

加
し
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
る
も

の
で
す
。

賛
成
討
論

大
平
　
泰
二

賛
成
討
論

(

議
案
第
４
号)  

幸
手
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

(

議
案
第
４
号)  

幸
手
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

(

議
案
第
15
号)  

令
和
３
年
度
幸
手
市
一
般
会
計

予
算
を
可
決
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本会議質疑内容

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人

事

案

件

教
育
委
員
会
教
育
長

山
　
西
　
　
実
　
氏

　　　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
始
ま
り
収
束
が

見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
地
方
経
済

は
不
透
明
感
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
本
市
で
は
駅
舎

整
備
事
業
等
の
一
部
終
了
し
た
大
型

事
業
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
基
金

残
高
が
最
低
水
準
に
落
ち
込
み
、
ま

た
市
税
も
４
・
９
％
減
の
63
億
円
に

減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
、
財
源
不
足
に
つ
い
て
は
臨
時

財
政
対
策
債
で
賄
い
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、
投
資
的
経
費
で
あ
る
普

通
建
設
事
業
費
は
２
億
７
千
万
円
と

過
去
最
低
と
な
り
ま
し
た
が
、
扶
助

費
を
始
め
と
す
る
義
務
的
経
費
は
予

算
総
額
の
54
％
の
83
億
円
を
計
上
致

し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ

そ
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
公
務
員
と

し
て
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
、
英

知
を
結
集
さ
れ
創
意
と
工
夫
に
よ

り
、
市
政
の
進
展
を
期
待
し
賛
成
討

論
と
致
し
ま
す
。

武
藤
　
壽
男

賛
成
討
論

枝
久
保
喜
八
郎

賛
成
討
論

　

当
市
は
県
内
屈
指
の
財
政
窮
状
自

治
体
で
は
あ
る
が
、
市
内
循
環
バ
ス

の
復
活
構
想
予
算
で
は
、
市
民
に
寄

り
添
う
姿
勢
が
示
さ
れ
、
議
会
と
市

民
の
想
い
に
市
政
が
応
え
る
二
元
政

治
の
理
想
の
姿
と
な
っ
た
。
ま
た
、

地
域
問
題
解
消
策
の
一
例
と
し
て
、

香
日
向
排
水
機
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実

施
予
算
は
、
同
場
の
管
理
責
任
に
対

す
る
市
の
意
向
と
理
解
で
き
る
。

　

歳
入
面
で
は
、
落
ち
込
ん
だ
財
政

調
整
基
金
か
ら
2
億
５
千
万
円
の
繰

入
や
、
禁
じ
手
と
言
わ
れ
る
臨
時
財

政
対
策
債
を
、
前
年
度
比
38
％
増
の

９
億
４
千
万
円
投
入
す
る
手
法
に
、

若
干
の
不
安
を
感
じ
る
が
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
観
点
か
ら
も
財
政
編
成
上
や

む
を
得
な
い
事
情
と
理
解
す
る
。
今

後
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
減
収
も
確

実
と
思
わ
れ
、
当
市
を
取
り
巻
く
行

政
課
題
や
環
境
を
ふ
ま
え
、
新
た
な

一
年
に
向
け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

３
月
定
例
会 

会
期
日
程

２
月
22
日
（
本
会
議
）

 

・
開
会
・
会
期
の
決
定

 

・
報
告
事
項

 

・
市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

 

提
案
理
由
説
明

２
月
24
日
・
25
日
・
26
日
（
本
会
議
）

 

・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

３
月
４
日
（
本
会
議
）

 

・
議
案
に
対
す
る
質
疑

 

・
議
案
の
委
員
会
付
託

３
月
５
日
（
委
員
会
）

 

・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

３
月
９
日
（
委
員
会
）

 

・
総
務
常
任
委
員
会

３
月
11
日
（
委
員
会
）

 

・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

３
月
19
日
（
本
会
議
）

 

・ 
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

採
決

 

・
閉
会

幸手市議会においては、新型コロナウイルス感染症への対応を図るため、次の取組みを実施致しました。

○「一般質問」の議員１人あたりの質問時間をこれまでの「45分以内」から「30分以内」に短縮。
○本議会、委員会等における理事者の出席を最小限にし、出席者の座席の間隔を保持。
○本議会、委員会等では、マスクを着用。
○本議会場、委員会室での２方向からの換気を実施。
○傍聴席の座席の間隔を保持。
○議場・委員会室のアクリル板および加湿器を設置。

で
し
ま
い
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
の

立
て
直
し
を
求
め
賛
成
討
論
と
い
た

し
ま
す
。

3月定例会の議会運営について
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